
(57)【要約】

【課題】　産業的にも教育的にも応用可能な、これまで

にない視覚的に面白いエンターテイメント装置を実現す

る。

【解決手段】走電性をもつ生物を含む水槽１００に電源

１１０ａ、１１０ｂ、導線１２０、電流の方向を変える

ためのスイッチ１３０、導線で作製した特定のデザイン

の放電部１４０と１５０および紫外線照射装置１６０か

ら構成される装置で、電流刺激の制御により様々なデザ

インを緑色に視覚化する。さらに、紫外線照射により、

緑色に視覚化したデザインを赤色に発光させる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
走 電 性 を 有 す る 生 物 と 、 前 記 生 物 を 有 す る 水 槽 と 、 所 定 の 形 状 を 有 す る 電 極 と 、 前 期 電 極
に 接 続 す る 電 源 と 、 前 記 電 源 の ス イ ッ チ を 備 え 、
前 記 電 極 を 前 記 水 槽 に 入 れ 、 前 記 ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ ま た は Ｏ Ｆ Ｆ に す る こ と で 、 前 記 生 物 を
前 記 電 極 に 集 め る こ と を 特 徴 と す る 生 物 演 出 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
さ ら に 、 紫 外 線 照 射 装 置 を 備 え 、
前 記 生 物 演 出 シ ス テ ム を 暗 部 に 配 置 し 、 紫 外 線 照 射 装 置 に よ り 前 記 水 槽 に 紫 外 線 を 照 射 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 生 物 演 出 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 水 槽 は 、 筆 記 用 具 の 一 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 生 物 演 出 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 生 物 は 、 ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 生
物 演 出 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 生 物 は 、 発 光 オ ワ ン ク ラ ゲ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 生
物 演 出 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 生 物 は 発 光 タ ン パ ク 質 を 導 入 し た 遺 伝 子 組 み 換 え 発 光 生 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 生 物 演 出 シ ス テ ム 。
 
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 流 刺 激 存 在 下 で 、 生 物 の 走 電 性 を 利 用 し 、 視 覚 的 に 面 白 い シ ョ ー を 実 現 す
る シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 各 地 の 観 光 施 設 は 、 各 地 へ の 来 客 に 伴 う 宿 泊 施 設 や 飲 食 店 の 利 用 に も 貢 献 し 、 地
域 の 経 済 活 動 に 欠 か せ な い 地 位 を 占 め て い る 。 観 光 施 設 で は 、 全 国 か ら 観 光 客 を 集 め る た
め に 、 特 設 の 催 し を 行 っ て い る 。 例 え ば 、 水 族 館 で の イ ル カ や ア ザ ラ シ の シ ョ ー や 資 料 館
で の エ ジ プ ト 展 な ど で あ る 。 か つ て 特 定 の 場 所 で の み 見 る こ と の で き た 展 示 や シ ョ ー も 、
今 日 で は 全 国 ど こ で も み ら れ る よ う に な り 、 内 容 も 誰 も が 容 易 に 想 像 出 来 る ほ ど 馴 染 ん で
し ま っ て い る と い う 欠 点 が あ る 。 そ の た め 、 わ ざ わ ざ 同 じ 施 設 や 類 似 の 施 設 を 何 度 も 訪 れ
る 観 光 客 は い な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 水 族 館 や 資 料 館 等 は 各 地 域 の 数 少 な い 観 光 施 設 で あ り 、 各 施 設 の 来 客 数 の 減 少
は 、 地 域 の 経 済 活 動 に お い て も 重 要 な 問 題 で あ る 。 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 従 来 か ら
あ る 展 示 物 や シ ョ ー に 代 わ る ま だ 一 般 に 馴 染 み の な い 新 し い 目 玉 と な る 催 し が 求 め ら れ て
い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ６ １ ２ ３ ６
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 展 示 や シ ョ ー の 前 記 欠 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、
子 供 か ら 大 人 ま で 視 覚 的 に 楽 し む こ と が で き る こ れ ま で に な い 斬 新 な 鑑 賞 シ ス テ ム を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 鑑 賞 シ ス テ ム は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 生 物 を 含 む 水 槽 と 電 源 、 電
極 、 ス イ ッ チ お よ び 紫 外 線 照 射 装 置 を 備 え て い る 。 生 物 は 、 刺 激 に 対 し て 方 向 性 の あ る 行
動 を 起 こ す こ と が 知 ら れ て お り 、 そ の 行 動 は 走 性 と よ ば れ る 。 例 え ば 、 植 物 が 光 の 方 向 に
伸 び る 走 光 性 や 昆 虫 が 異 性 を フ ェ ロ モ ン で 引 き 寄 せ る 走 化 性 で あ る 。 同 様 に 、 電 気 の よ う
に 比 較 的 操 作 し や す い 刺 激 に 対 す る 反 応 も 知 ら れ て お り 、 微 生 物 の ゾ ウ リ ム シ 種 で は 、 電
流 刺 激 存 在 下 で 電 極 の マ イ ナ ス 極 に 集 ま る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 で は 、 上 記 生 物 と し て 体 内 に 緑 藻 の ク ロ レ ラ を も ち 緑 色 に 可 視 化 で き る ミ
ド リ ゾ ウ リ ム シ を 使 い 、 電 極 の 放 電 部 を 視 覚 的 に 楽 し め る デ ザ イ ン （ 例 ： ア ニ メ の キ ャ ラ
ク タ ー ） に し た 。 走 電 性 で デ ザ イ ン し た 形 に ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ を 集 め 、 緑 色 に 可 視 化 で き
る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 複 数 種 の デ ザ イ ン を 鑑 賞 す る た め に 、 電 流 の 方 向 を 可 変 で き る ス イ ッ チ や 放 電
部 の デ ザ イ ン を 交 換 可 能 に し て い る 。 ま た 、 生 物 の 構 造 物 の 中 に は 、 紫 外 線 発 光 性 の あ る
物 質 が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 紫 外 線 照 射 に よ り 、 発 光 オ ワ ン ク ラ ゲ は 緑 色 の 蛍 光 を 発 し
、 植 物 の 色 素 ク ロ ロ フ ィ ル は 赤 色 の 蛍 光 を 発 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 そ こ で さ ら に 、 ミ
ド リ ゾ ウ リ ム シ を 走 電 性 で デ ザ イ ン し た 形 に 集 め た 後 、 紫 外 線 を 照 射 す る こ と に よ り 、 赤
色 に も 可 視 化 で き る よ う に し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 生 物 演 出 シ ス テ ム に よ れ ば 、 地 域 経 済 産 業 の 新 規 来 客 者 獲 得 に 貢 献 す る 産
業 効 果 と 、 低 年 齢 層 に 対 す る 教 育 的 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 一 に 、 本 発 明 に 係 る 生 物 演 出 シ ス テ ム に よ れ ば 、 比 較 的 簡 単 な 制 御 構 造 に よ っ て 、 誰
も 予 想 で き な い 鑑 賞 を 実 現 す る 。 こ れ に よ り 、 水 族 館 や 資 料 館 な ど で 集 客 の た め の 行 う 「
決 ま り き っ た シ ョ ー 」 に 代 わ る こ れ ま で に な い 斬 新 な 「 エ ン タ ー テ イ メ ン ト シ ョ ー 」 を 提
供 す る こ と が で き る と い う 産 業 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 二 に 、 本 発 明 に 係 る 生 物 演 出 シ ス テ ム に よ れ ば 、 花 火 や ネ オ ン の よ う な 無 機 的 な 化 学
反 応 や 機 械 装 置 の 鑑 賞 と 異 な り 、 私 達 と 同 じ 生 物 の 本 能 的 な 行 動 を 鑑 賞 に 利 用 す る こ と に
よ り 、 鑑 賞 者 に 生 命 の 神 秘 や そ の 行 動 の 不 思 議 さ に 対 す る 興 味 を 促 す こ と が で き る 。 さ ら
に 、 科 学 現 象 を 演 出 シ ス テ ム に よ る 「 遊 び 」 か ら 導 入 す る こ と に よ り 、 科 学 現 象 に 対 す る
嫌 悪 感 を 減 ら す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 近 年 深 刻 な 低 年 齢 層 の 科 学 離 れ に 歯 止 め を 掛
け る こ と が で き る と い う 教 育 的 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 〔 1． シ ス テ ム の 概 観 お よ び 構 造 〕
本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 生 物 演 出 シ ス テ ム の 概 観 お よ び 構 造 を 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 生 物 演 出 シ ス テ ム の 構 造 を 模 式 的 に 表 現 し て い る 図 で あ る 。 生 物 演 出
シ ス テ ム は 以 下 の 部 位 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 生 物 を 含 む 水 槽 １ ０ ０ 。 な お 、 本 実 施 の 例
で は 生 物 と し て ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ を 使 用 し て い る 。 電 源 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ 。 上 記 電 源 １
１ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ と 接 続 し た 導 線 １ ２ ０ 。 上 記 導 線 １ ２ ０ と 接 続 し 、 電 流 の 方 向 を 変 え る
た め の ス イ ッ チ １ ３ ０ 。 上 記 導 線 １ ２ ０ と 接 続 し た 導 線 で 作 製 し た 放 電 部 の デ ザ イ ン １ ４
０ お よ び １ ５ ０ 。 生 物 を 発 光 さ せ る た め の 紫 外 線 照 射 装 置 １ ６ ０ 。 な お 、 ス イ ッ チ １ ３ ０
を 複 数 使 用 す る こ と で 、 放 電 部 の 数 を 増 や す こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 放 電 部 は 交 換 可 能
で あ り 、 複 数 種 の デ ザ イ ン の 放 電 部 を 接 続 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 〔 ２ ． シ ス テ ム の 動 作 〕
次 に 、 本 発 明 の 生 物 演 出 シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 用 い て い る 生 物 で あ る ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ の 模 式 図 で あ る 。 ミ
ド リ ゾ ウ リ ム シ ２ ０ ０ は 、 体 内 に 多 数 の 緑 藻 ク ロ レ ラ ２ １ ０ が 共 生 し て い る た め 、 体 色 は
緑 色 を し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 生 物 の 走 電 性 を 利 用 し 鑑 賞 シ ス テ ム を 構 築 し て い る 。 図 ３ は 、 ミ ド リ ゾ ウ
リ ム シ の 走 電 性 を 模 式 的 に 表 現 し た 図 で あ る 。 走 電 性 は 、 水 槽 ３ ０ ０ 、 ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ
３ １ ０ 、 導 線 ３ ２ ０ お よ び 電 源 ３ ３ ０ の み で 実 演 可 能 で あ る 。 ３ ５ ０ ａ 、 ３ ５ ０ ｂ は 、 電
極 付 近 で の 様 子 を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。 放 電 前 は 、 ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ ３ ５ １ が 水 槽 内
を 無 秩 序 に 遊 泳 し て い る ３ ５ ０ ａ 。 こ の た め 、 水 槽 ３ ０ ０ 内 の ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ は は っ き
り と 見 る こ と が 出 来 な い 。 こ こ で 、 電 極 （ プ ラ ス 電 極 ３ ５ ２ お よ び マ イ ナ ス 電 極 ３ ５ ３ ）
を 用 い 、 放 電 を 開 始 す る と 、 ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ ３ ５ １ は 、 マ イ ナ ス 電 極 ３ ５ ３ に 集 ま る ３
５ ０ ｂ 。 こ れ に よ り 、 マ イ ナ ス 電 極 ３ ５ ３ の み が 緑 色 に 可 視 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 で は 、 こ の よ う な 、 ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ の 走 電 性 を 利 用 し 、 生 物 演 出 シ ス テ ム を 構
築 し て い る 。 図 ４ は 、 本 発 明 に 用 い る 電 極 装 置 と そ の 動 作 を 模 式 的 に 表 現 し た 図 で あ る 。
こ の 装 置 は 、 電 流 の 向 き を 変 え る た め の ス イ ッ チ ４ ０ ０ ａ 、 ４ ０ ０ ｂ 、 電 源 ４ １ ０ ａ ， ４
１ ０ ｂ 、 導 線 ４ ２ ０ と 導 線 で 作 製 し た 特 定 の デ ザ イ ン か ら な る 電 極 部 ４ ３ ０ 、 ４ ４ ０ で 構
成 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ ４ ０ ０ ａ ， ４ ０ ０ ｂ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ の 動 作 に よ り 、 緑 色 に 可 視 化
さ れ る デ ザ イ ン を 、 ４ ３ ０ と ４ ４ ０ の と お り 交 互 に 変 え る こ と を 可 能 に し て い る 。 す な わ
ち 、 電 極 部 ４ ３ ０ が マ イ ナ ス 極 に な る と き 、 電 極 部 ４ ３ ０ は 緑 色 に 可 視 化 さ れ 、 電 極 部 ４
４ ０ は プ ラ ス 極 と な り ， 可 視 化 さ れ な い 。 電 極 部 ４ ４ ０ が マ イ ナ ス 極 に な る と き 、 電 極 部
４ ４ ０ は 緑 色 に 可 視 化 さ れ 、 電 極 部 ４ ３ ０ は プ ラ ス 極 と な り ， 可 視 化 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
 　 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 紫 外 線 発 光 性 も 利 用 し 、 生 物 演 出 シ ス テ ム を 構 築 し て い る 。 図
５ は 、 紫 外 線 発 光 装 置 を 利 用 時 の 動 作 を 模 式 的 に 表 現 し た 図 で あ る 。 ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ 体
内 の ク ロ レ ラ は 、 白 色 照 明 下 で は 緑 色 を し て い る が 、 暗 闇 で 紫 外 線 を 照 射 す る と 、 ク ロ レ
ラ は 赤 色 に 発 光 す る 。 図 １ お よ び 図 ４ の 本 発 明 装 置 で 、 走 電 性 を 利 用 し 、 ミ ド リ ゾ ウ リ ム
シ を デ ザ イ ン し た 形 に 集 め る と 緑 色 に 視 覚 化 さ れ る 。 そ の 後 、 暗 闇 に し 、 付 属 の 紫 外 線 照
射 装 置 で 紫 外 線 を 当 て る こ と に よ り 、 そ の デ ザ イ ン は 赤 色 に な る 。 な お 、 「 水 槽 の 鑑 賞 側
に は 紫 外 線 吸 収 フ ィ ル タ ー が カ バ ー さ れ て お り 、 鑑 賞 者 に 紫 外 線 が 漏 れ る こ と が な い 」 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 鑑 賞 シ ス テ ム を 構 成 し 、 動 作 さ せ る こ と に よ り 、 形 状 的 に も 色 彩 的 に も 楽
し む こ と の で き る 演 出 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 請 求 項 に 示 し た 範 囲 で 種 々 の
変 更 が 可 能 で あ る ． す な わ ち 、 請 求 項 に 示 し た 範 囲 で 適 宜 変 更 し た 技 術 的 手 段 を 組 み 合 わ
せ て 得 ら れ る 実 施 形 態 に つ い て も 本 発 明 の 技 術 的 範 疇 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 例 え ば 、 生 物 を 入 れ る 水 槽 も 昆 虫 や 金 魚 の 飼 育 に 使 う 水 槽 に 限 ら ず 、 図 ６ で 示 す よ う に
、 他 の 利 用 製 品 に 生 物 を 含 む 容 器 を 内 臓 さ せ た も の で も 良 い 。 図 ６ は 、 ペ ン ６ ２ ０ に 生 物
と 電 極 を 含 む 容 器 ６ ０ ０ を 内 蔵 さ せ 、 ペ ン で 生 物 の 鑑 賞 を 可 能 に し た 製 品 で あ る 。 ペ ン ノ
ッ ク ６ １ ０ を 押 す と ペ ン 先 が 出 る と と も に 電 流 が 流 れ る よ う 設 計 す る 。 こ の 生 物 を 含 む 容
器 ６ ０ ０ は そ の 拡 大 図 ６ ３ ０ が 示 す よ う に 、 プ ラ ス 電 極 ６ ０ １ と デ ザ イ ン 化 し た マ イ ナ ス
電 極 ６ ０ ２ を 含 み 、 走 電 性 に よ り 、 放 電 時 の み マ イ ナ ス 電 極 ６ ０ ２ を 緑 色 に 可 視 化 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 図 ６ の ペ ン に よ る 用 途 は 、 実 施 形 態 例 の ひ と つ で あ り 、 本 発 明 を 内 蔵 さ せ る 製 品
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は 上 記 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の 技 術 的 手 段 を 組 み 合 わ せ て 得 ら れ る 実 施 形 態 に つ
い て も 本 発 明 の 技 術 的 範 疇 に 含 ま れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 観 光 施 設 を 含 む 様 々 な 施 設 に お い て 、 そ の 施 設 利 用 者 に 視 覚 的 に 面 白 い エ ン
タ ー テ イ メ ン ト シ ョ ー を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 小 中 高 等 学 校 な ど の 学
校 施 設 職 員 に 対 し て 、 生 徒 に 科 学 的 現 象 に 対 す る 嫌 悪 感 を 減 ら し 、 逆 に 科 学 現 象 に 興 味 を
促 す 視 覚 的 に 面 白 い 理 科 実 験 教 材 を 提 供 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ペ ン の よ う な 日 常 使
用 す る も の に 本 発 明 を 内 蔵 す る こ と に よ り 、 上 記 に 該 当 し な い よ り 幅 広 い 層 の 人 に 対 し て
、 日 常 の 生 活 に 楽 し み を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 生 物 演 出 シ ス テ ム の 概 観 図
【 図 ２ 】 ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ を 示 す 模 式 図
【 図 ３ 】 走 電 性 の 原 理 を 示 す 模 式 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 生 物 演 出 シ ス テ ム の 動 作 を 示 す 模 式 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 生 物 演 出 シ ス テ ム に お い て 紫 外 線 発 光 性 を 適 用 し た 際
の 動 作 の 模 式 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 生 物 演 出 シ ス テ ム の 応 用 例 　 ペ ン 型 生 物 演 出 シ ス テ ム
の 概 観 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ ０ ０ 　 水 槽
１ １ ０ ａ 　 電 源
１ １ ０ ｂ 　 電 源
１ ２ ０ 　 導 線
１ ３ ０ 　 ス イ ッ チ
１ ４ ０ 　 放 電 部
１ ５ ０ 　 放 電 部
１ ６ ０ 　 紫 外 線 照 射 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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